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 タウリン（抽出物） 

英名：     Taurine (Extract) 
CAS No.   107-35-7 
JECFA No. 該当なし 
別名：     2-Aminoethanesulfonic Acid 
 

構造式：   

 
1．基原・製法 

魚介類又は哺乳動物の臓器若しくは肉から得られた、タウリンを主成分とするもので

ある。 

 

2．主な用途 
調味料 

 

3．安全性試験の概要 
1) 急性毒性試験 
マウス 経口 LD50 > 1,000 mg/kg 体重 1), 4) 
 

2) 反復投与毒性試験 
7 週齢 Wistar ラット（各群雄 9 匹、雌 7 匹）にタウリンを 0、0.5、5%（それぞれ 0、

500、5,000 mg/kg 体重/日相当）の濃度で 18 ヶ月混餌投与した結果、5%群において、統

計学的に有意ではない僅かな成長抑制が認められた。また、5%群において中等度の胆管

の増加が認められた。NOEL は 500 mg/kg 体重/日とされた 2), 4)。 
離乳直後の Wistar ラット（雄各群 6 匹）にタウリンを 0 又は 5%（5,000 mg/kg 体重/

日相当）の濃度で 8 週間混餌投与した結果、血清 AST、ALT、ALP に投与群間で有意な

変化は認められず、肝及び腎相対重量も有意な変化は認められなかった 3), 4)。 
 

3) 変異原性試験 
Ames 試験、培養細胞を用いた染色体異常試験、姉妹染色分体交換（SCE）試験及び Rec-

assay が実施されており、すべて陰性と報告されている。 
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＜国内報告＞ 
Ames 試験：陰性； TA100、TA1535、TA98、TA1537、TA1538 6,200 g/plate (代謝

活性化および非代謝活性化) 6) 
染色体異常試験：陰性； CHL 細胞 2,000 g/mL 5), 6) 
Rec-Assay:：陰性；B-subtilis M45(Rec-)、野生株 H17(Rec+) 2,500 g/disc (代謝活性

化および非代謝活性化) 6) 
 
＜海外報告＞ 
Ames 試験：陰性； TA100、TA98、TA102 100～50,000 g/plate (非代謝活性化) 8),9) 
SCE：陰性； 125 g/mL 4), 8), 9) 
染色体異常試験：陰性； 125 g/mL 4), 8), 9) 

 
4) その他 
毒性が懸念される報告はない。 
 

5) 海外評価書における扱い 
JECFA は、タウリンを「アミノ酸及び関連物質」として、香料評価手順に従いグルー

プ評価している。タウリンの推定摂取量は構造クラス I の摂取許容値を下回るため、現状

の摂取レベルにおいて安全性に懸念をもたらすものではないとしている 4)。 

 

4. 結論 
  本既存添加物は、日本国内で流通しているものについては、安全性に懸念はないと考え

られる。 
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